
 

社協だより りんどう７２ 本誌の内容 

★平成３０年度事業計画      Ｐ２～３ 

★ご寄附のお礼・りんどう荘だより   Ｐ４ 

★ Ｐ５ 

南小国中学生ボランティア表彰  〃 
★春休み子どもデイ・福祉教育   Ｐ６ 

★ Ｐ７ 

★心配ごと相談事業        Ｐ８ 

★民生委員児童委員協議会の活動  Ｐ８       



 

 

基 本 

方 針 

 

住民の皆様・役場・関係者等と協力し、住民同士のつながりの薄らぎ、社会的孤立、防災など様々
な課題に対し、福祉サービスの充実はもちろんのこと、『自分たちの住んでいる地域を中心に共に
支えあい、助け合いながら安心して暮らせる町』を目指します。 
 【きよらの郷 もやいで つなぐ 福祉の輪】をスローガンとした第２期【南小国町地域福祉
総合実践計画】に基づき、住民の皆様と一緒に創りあげるという姿勢で、互助共助の心あふれる、
共に生きる地域づくりを目指し事業を展開していきます。 

重 点 目 標 

 ① 地域福祉（地域支えあい活動）の推進 
本年度から第２期目になる南小国町地域福祉総合実践計画に基づき、 

地域福祉（地域支え合い活動）を推進していきます。地域福祉の担い 
手である町民・ボランティア、役場・福祉機関との連携に努め、 
要配慮者の把握や地区別ふくし座談会を中心とした「地域支え合い 
活動の推進」、福祉に関する広報の充実、ボランティアセンターの機能 
強化、新たな地域福祉サービスの開発などの「人材育成と福祉文化醸成」、役場各課・社協との連携強化、   
総合相談体制の充実、認知症の人を支える地域づくりなどの「役場・社協・関係機関との一層の連携」と３つ
の地域福祉推進の柱に沿った事業を展開し、住民主体の安心して暮らせる町づくりを進めていきます。 
 
② 介護保険制度改正にあわせた取り組みの推進 
 南小国町高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画と調和をとりつつ、総合支援事業（介護予防・生活
支援）や地域包括ケアシステムの充実に向けた地域福祉を推進します。また、南小国町の実情を十分に分析し、
『高齢者等（その家族）が安心して生活できる』を根底に、介護保険サービスの質向上に努めます。 
 
③  阿蘇やまびこネットワーク活動の推進 
 地域住民・関係機関と連携し、社会資源を活用したサ 
ービスに幅広く取り組み、地域に潜在する福祉課題等を 
早期に発見し、的確な福祉サービスの利用・支援へとつ 
なげ、住民主体の支えあい活動の更なる充実発展に取り 
組み、住み慣れた地域で安心して暮らせる町づくりを 
進めます。 
 
④ 社会福祉協議会の基盤整備 
 地域福祉活動の基本財源である社協会費や共同募金等 
への住民理解の促進に努め、社協の安定した事業経営・ 
組織体制の整備や介護保険事業などの適切な経営管理で 
の財源確保に努め、財政基盤の安定化を図り、住民に信 
頼され必要とされるよう経営改善に努めます。 

ボランティア活動の推進 

第１３回晴ればれ りんどうボランティアの日 

≪収入の部≫（単位：千円） 
項 目 金 額 

会費 555 

寄付金 1,150 

補助金 31,118 

受託金 2,997 

事業・負担金収入 2,441 

介護保険事業 94,851 

障害福祉サービス事業 234 

共同募金配分金 960 

その他収入 396 

介護保険事業等繰入金 5,518 

法人運営事業等繰入金 623 

職員資格取得貸付金償還金 60 

合 計 140,903 

 

≪支出の部≫（単位：千円） 
項 目 金 額 

人件費 107,069 

法人運営等事業費 4,348 

法人運営等事務費 4,132 

介護保険等事業費 9,437 

介護保険等事務費 4,044 

共同募金事業費 1,305 

助成金 180 

退職手当金支出 1,990 

介護保険事業繰入金支出 5,518 

法人運営事業繰入金支出 623 

職員資格取得貸付金 200 

事業安定積立金支出 1,000 

予備費 1,057 

合 計 140,903 
 

町民の方々の社協会費 

香典返し・社会福祉事業
への寄付金等 

町からの補助金 

 
外出支援事業、権利擁護事業、
生活福祉資金 
りんどう荘管理等 

 
子どもデイ等の利用料など 

介護報酬（デイサービス、
ホームヘルパー、ケアプラ
ン料）、利用者負担金 

介護給付・利用者負担 
 
平成 29 年度赤い羽根共同募
金運動による配分金 
 
受取利息、雑収入など 
 
介護保険事業の収益金を 
法人運営へ繰入 
 
寄付金を福祉推進、心配ごと
相談、ボランティアセンター
事業等へ繰入 

事務局（法人運営・地域
福祉等）、地域包括支援セ
ンター出向、介護保険事
業（デイサービス、ホー
ムヘルパー、居宅介護支
援事業所）の人件費 
 
法人運営・施設管理・地
域福祉推進、ボランティ
アセンター等にかかる 
消耗品等運営費 
 
 
デイサービス、ホームヘ
ルパー、居宅介護事業所
の消耗品等運営費 
 
高齢者（介護予防など）・
子育て支援・福祉教育・
地域福祉活動支援など 
 
福祉団体・ボランティア
団体への支援 
 
県・全国社協退職手当金
支出 
 
介護保険事業の収益金を
法人運営事業へ繰入 
 
寄付金を福祉推進、心配
ごと相談、ボランティア
センター事業へ繰入 
 

地区別ふくし座談会の開催 

（写真：上杉田自治会福祉座談会） 



 

 １． 南小国町社協の組織運営・強化 
① 理事会、評議員会の開催、評議員選任解任委員会の開催 
② 福祉サービス苦情解決窓口の開設（第三者委員会） 
③ 南小国町地域福祉総合実践計画の推進 
④ 組織・職員の資質向上及び職員育成体制の整備 
⑤ 社協組織強化・財政基盤の強化・業務改善の推進 

 

２． 町施設の管理運営（指定管理） 
① 地域福祉センターりんどう荘 

 
３． 地域支え合い活動の推進 

① ふくし座談会の開催（認知症学習、防災福祉マップ作成等） 
② 阿蘇やまびこネットワーク活動の推進 
③ 高齢者の生きがいと健康の維持増進・介護予防の推進（ﾐﾆﾃﾞｲｻｰ

ﾋﾞｽなど） 
④ 地域の福祉・防災・ふれあいサロン活動の支援（助成事業など） 
⑤ 福祉・健康学習支援 
⑥ 安心生活サポート事業の推進 
⑦ 地域の福祉活動事例の広報 

 
４． 人材育成と福祉文化の醸成 

① 町民啓発活動（社協だより、福祉講演会、第 14 回晴ればれりん
どうボランティアの日、ホームページ更新など） 

② ボランティアセンター機能の充実（ボランティア登録、ボランテ
ィア保険事務、ボランティア講習会、なずなの会の活動推進など） 

③ 福祉・ボランティア教育の推進（福祉学習への支援、小中高生へ
の福祉・ボランティア教育推進など） 

④ 南小国町災害ボランティアセンター設置準備 
 

５． 役場・社協・関係機関の一層の連携 
① ふれあい福祉相談事業（心配ごと相談、無料法律相談など） 
② 生活困窮者等自立相談支援事業 
③ 総合相談体制の充実及び関係機関とのネットワーク強化 
④ 子育て支援事業（子育てサポート、子どもデイサービス、

子育て広場き★ら★ら） 
⑤ 南小国町民生委員児童委員活動の推進 
⑥ 命のバトン事業 
⑦ 地域障がい者(児)支援 
⑧ 地域包括ケアシステムの整備及び関係機関とのネットワー

ク強化 
⑨ 認知症の人を支える地域づくりへの協力 

 
６． 在宅福祉サービス事業 

① 福祉用具・車輛等貸与事業 
② 外出支援サービス事業（町受託事業） 
③ 地域福祉権利擁護事業 
④ 生活福祉資金貸付事業 
⑤ 一人暮らし高齢者への元気支援事業（ふれあい昼食会  

ふれあいバスハイク、実態把握） 
⑥ 第５回小国郷介護員養成講座の開催 

 
７．  各種団体等の事務受託と活動支援 

① 共同募金会南小国町分会の運営 
（10 月 1 日～３月 31 日共同募金運動推進） 

② 日本赤十字社 南小国町分区の運営 
（日赤会費のお願いと会員募集） 

③ 老人クラブ連合会の事務・事業への支援 
④ 地域福祉団体等との連携 

 
８． 居宅サービス事業（介護保険・介護予防・障がい

者総合支援）と地域包括支援センターへの出向 
① 居宅介護支援（居宅ｻｰﾋﾞｽ計画の作成等） 
② 訪問介護サービス（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 
③ 通所介護サービス（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ） 
④ 障がい者総合支援法事業（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ） 
⑤ 南小国町地域包括支援センターへの職員出向 南小国町社会福祉協議会 

ホームページに公開しています。 

 
詳しい資料はいつでも閲覧できますので、 
ご不明な点などございましたらお気軽にお問
い合わせください。 

地域福祉活動への支援 
（写真：馬場地区 いきいき１００歳体操） 

福祉ボランティア教育の推進 
（写真：中原小学校 車椅子学習） 

子育て支援事業 
（写真：子育て広場き✩ら✩ら） 

 

※本年度より、『子育て支援広場ぬ

くもり』と共同開催 

 

南小国町民生委員児童委員活動の推進 
（写真：慈愛園子どもホーム視察研修） 
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寄付者名 備 考 寄付者名 備 考 
山 河 旅 館 大黒様お供え分(2 回目) 井  親 雄  
匿 名 １ 件 ほ こ す ぎ 会 25 回目 

 

寄付者名 備 考 寄付者名 備 考 
河 津 哲 文 シルバーウォーカー 佐 藤 和 也 ＤＶＤ(子どもデイ) 

 

 

寄付者名 物故者名 寄付者名 物故者名 寄付者名 物故者名 

武 田 公 男 フ ジ ノ 穴 井 ケ サ エ 昭 吾 山 本 篤 マ チ 子 

佐 藤 哲 郎 功 四 郎 井 サ イ 一 成 石 松 光 子 豊 機 

金 丸 初 喜 キ ワ 穴 井 幹 夫 欣 一 

 

「南小国町の福祉のために、お役立てください。」と、たく
さんの善意をお寄せいただきました。年々厳しさを増していく
福祉状況ですが、“南小国町の明日への福祉”を思ってお寄せい
ただいたご厚意に対しまして深く感謝申し上げますと共に、故
人のご冥福を心からお祈り申し上げます。 （受付期間 平成 30年 2月 1 日～平成 30年 4月 30日） 

香 典 返 し 寄 附 （ 順 不同 ・ 敬 称 略 ） 

一 般 寄 付 ･ 寄 贈 品 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） 

この尊い浄財は、ご寄付いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に活用させていただきます。 

災害義援金のご報告 
『熊本地震』の被災者支援に役立てて下さいと義援金が寄せられました。お預かりした義援金は、熊本県共同

募金会・日本赤十字社へ送金し、その後、自治体等を通して被災者の皆様へ義援金として届けられます。 

ご協力頂きました皆様に厚く御礼申し上げます。 

受付期間：平成 30 年 2 月 1 日～平成 30 年 4 月 30 日 

熊本地震義援金 ￥8,500 円 
今までに寄せられた熊本地震義援金総額(4 月 30 日現在) 

￥３７６，０１５円 

 

 

 

義援金を寄せられた皆様(順不同・敬省略) 

南小国町役場設置義援金箱 

 

通
所
介
護
で
は
利
用
者
さ
ん
と
『
桜
』『
杖
立
の
鯉
の
ぼ
り
』

の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
春
の
心
地
よ
い
風
を
肌
で
感
じ
つ
つ
、

皆
さ
ん
と
て
も
良
い
顔
で
見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
春
と
い
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を
目
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、
身
体
な
ど
で
感
じ
て
い
た
だ
け
た
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け
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よ
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意
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ら
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ま
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り
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す
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り
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御 仮 屋 集 会 所 立 岩 集 会 所 滝 下 公 民 館 

小 

国 

高 

校 

生 

訪 

問 

 

小
国
高
校
１
年
生
が
音
楽
の
授
業
で
、
り
ん

ど
う
荘
を
訪
問
し
ま
し
た
。
琴
を
使
っ
た
演
奏

を
行
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
さ
ん
は
、
琴

の
演
奏
・
音
色
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
で
し

た
。 

 

演
奏
終
了
後
は
、
配
膳
の
お
手
伝
い
を
行
い

そ
の
後
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
、

い
つ
も
と
は
違
っ
た
昼
食
の
一
時
を
利
用
者

さ
ん
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

琴 演 奏 利用者さんとの交流 

南
小
国
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰 

 

平
成
２
９
年
度
よ
り
、
中
学
校
生
活
３
年
間
の
中
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
に
対
し
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
晴
れ
ば
れ
り
ん
ど
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
な
ど
、
南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
活
動
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

卒
業
式
の
前
日
に
表
彰
を
行
い
、
２９
年
度
は
１８
名
の
生

徒
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
間
、
子
ど
も
デ
イ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
し
た
生
徒
も
お
り
、
高
校
生
に
な

っ
て
も
活
動
を
し
た
い
と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

南
小
国
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

平 成 ２ ９ 年 度 卒 業 生 表 彰 者 



 

春 休 み 子 ど も デ イ サ ー ビ ス 

新１年生を合わせた２４名の児童達が春休み子どもデイ

サービスを利用し、地域散策や花見・消火器の使い方の体験

活動を行うなど、元気いっぱい過ごしていました。 

春休みは、地域のボランティア(17 名)、高校生(17 名)、

中学生(11 名)などの多くの方々にご協力をいただきまし

た。活動していただいたボランティアの皆様ありがとうご

ざいました。 

 

手 と 頭 の 体 操 

地 域 散 策 

お 手 玉 教 室 

お 花 見 消 火 訓 練 

子どもデイサービスのボランティアは常時募集しております！！(☎42-1501) 

福

祉

教

育 

 

り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
１
年
生
の
授
業
で
、『
疑
似
体
験
』

福
祉
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

初
め
に
、
体
験
す
る
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
身
体
障

が
い
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
し
、
校
内
で
座
っ
た
り
、

歩
い
た
り
な
ど
の
日
常
の
動
作
の
疑
似
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

お
互
い
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
疑
似
体
験
を
す

る
児
童
と
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
児
童
の
２
人
１
組
で
体
験
を
行
い

ま
し
た
。 

 

体
験
後
の
感
想
で
は
、『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

達
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
手
伝
っ
て
助
け
ま
す
。』
な
ど
、

思
い
や
り
の
あ
る
感
想
が
多
く
発
表
さ
れ
、
思
い
や
り
の
心
を

育
む
こ
と
の
で
き
た
福
祉
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。 

疑似 

体験の 
様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 国 高 校 生 福 祉 施 設 体 験 ボ ラ ン テ ィ ア 
 

春
休
み
を
利
用
し
て
、
小
国
高
校
生
１０

名
が
小
国
郷
内
に
あ
る
福
祉
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
１２

月
に
小
国
郷
内
の

福
祉
施
設
の
学
習
会
を
行
っ
た
際
に
、
「
福
祉
施
設
で
の
体
験
を
し
て
み
た

い
！
」
と
高
校
生
か
ら
意
見
が
あ
り
、
今
回
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

通
所
介
護
施
設
や
、
保
育
園
な
ど
か
ら
体
験
し
た
い
施
設
を
高
校
生
が
自
ら

選
び
、
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
福
祉
施
設
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
体

験
し
た
生
徒
た
ち
の
中
に
は
将
来
、
福
祉
施
設
で
働
き
た
い
と
い
う
感
想
も

あ
り
、
人
材
育
成
に
お
い
て
も
と
て
も
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
、
人
材
育
成
や
福
祉
施
設
の
理
解
を
深
め
る
な
ど
を
目
的
と
し
て

福
祉
施
設
等
で
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

市 原 保 育 園 

お ぐ に 老 人 保 健 施 設 

子
育
て
広
場
き
ら
ら
・
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
ぬ
く
も
り
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

お 誕 生 日 カ ー ド 作 り 



 

 

  平成 3 0 年度心配ごと相談開設日のお知らせ 

 
心配ごと相談では、町民の皆様の心配ごとや困りごとについて［無料］で 

相談に応じています。秘密厳守ですので、遠慮なくご利用ください。 

また、弁護士による無料法律相談（予約制）も行っています。 

 ■開設日・時聞・会場 

心配ごと相談・行政相談（7月・9月・10月・1月・3月） 

第3木曜日 午前10時～正午（受付11時30分まで） 

会場：南小国町地域福祉センターりんどう荘相談室 

 

法律相談（無料） 

年間4回（6月・8月・12月・2月）午前10時～正午（予約制） 

会場：南小国町地域福祉センターりんどう荘相談室 

 

人権相談※人権擁護委員による相談支援 
随時受付けています。匿名・電話相談・訪問相談など対応できます。 

 
月 開設日 備考 

６月 ６月２９目（金） 法律相談（予約制） 

７月 ７月１９日（木） 心配ごと・行政相談 

８月 ８月３１日（金） 法律相談日（予約制） 

９月 ９月２０日（木） 心配ごと・行政相談 

１０月 １０月２５日（木） 心配ごと・行政相談 

１２月 １２月１日（土） 法律相談日（予約制） 

１月 １月１７日（木） 心配ごと・行政相談 

２月 ２月２２目（金） 法律相談日（予約制） 

３月 ３月１４日（木） 心配ごと・行政相談 

 
■相談員の構成 

・民生委員児童委員 

 

行政相談とは？ 
こんな時は、行政相談をご利用ください！！ 
 どこに相談したらよいか分からない 
 役所に申請したが、手続きが進まない 
 公共施設（国道等）が壊れていて危険 
 窓ロには行きづらい等 

 

一人権に関する相談（例）一 
 障がいがあること、外国人であることや

疾病などを理由に公共交通機関やホテ

ル、施設の利用を拒否されるなど、差別

的な取扱いを受けた。 
 家族や知人が勝手に認知症のある親のお

金を使っている。 
 子どもがいじめを受けているようだ。 

 

・主任児童委員・人権擁護委員・行政相談委員 

 
・弁護士（肥後大津法律事務所） 

 

■相談内容の一例 
（1）相続問題 （2）結婚・離婚の問題（3）サラ金問題 
（4）住宅・土地問題  （5）人権相談（6）青少年問題 
（7）行政に関する相談 （8）日常生活における悩みごと 
（9）その他（財産・家庭不和・職業問題等） 

お気軽にご相談ください。 
 
■ご連絡事項 
相談内容等を相談前にまとめていただき、関連資料等もお持ちいただくとスムーズな対応が可能です。 

無料法律相談は、予約相談となっておりますので、お問い合わせいただき予約をお願いします。 

 

■お問い合わせ・予約先 社会福祉法人 南小国町社会福祉協議会（りんどう荘内） 

電話 ４２－１５０１ FAX ４２－１５０５ 専用電話 ０９０－４５１７－５８２０ 

 


